
高輪築堤跡は再開発エリアの中にあるため一般公開されていないが、2021年1月と4月に見学会が開催され多くの参
加者が集まった。この付近には東海道から江戸府内の入り口として設けられた「高輪大木戸」の跡も残されており、昔か
ら交通の要所だったことがうかがえる。
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日本初の鉄道は海の上を走っていた!?

河合 敦氏
Atsushi Kawai

歴史作家・歴史研究家。多摩大学客員教授。
早稲田大学非常勤講師。『歴史探偵』（NHK
総合）などテレビ出演多数。歴史の意外な
エピソードの紹介や分かりやすい解説に
定 評がある。 著書に『渋沢栄一と岩崎弥
太郎』『最強の教訓！ 日本史』『最新の日本
史』など。
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【高輪築堤跡】  東京都港区高輪  JR山手線・京浜東北線  高輪ゲートウェイ駅から徒歩5分

～ あ の 出 来 事 の 最 新 事 情 ～

日本史新 発見

DEPARTMENT INTRODUCTION

多くの企業にとってDX推進は喫緊
の課題になっています。このDX

で重要な役割を果たすデータマネジメ
ントの領域をワンストップで支援するた
めに、2021年1月に発足したのが、デー
タマネジメント技術部です。部長の大
場聡は「これまでBIソリューションや
AIなど、データマネジメントに関連す
るいくつものサービスを提供してきまし
たが、そのプロフェッショナル40人を
1つの組織に集めて、データマネジメン
トのニーズにトータルで対応できるよう
にしたのが当部です。お客さまのデータ
の利活用を促進し、データドリブン経
営を支援していきます」と語ります。
　データマネジメント技術部は大きく5
つのチームから構成されます。データ
サイエンティストがデータ活用を支援
するAI、データ分析のための最適なソ
リューションを提供するBI、マーケティ
ング業務の自動化を支援するデジタル

マーケティング、データを
収集し統合するデータマ
ネジメントプラットフォー
ム、データ資産を評価
してデータマネジメント
のレベルを高めるコンサ
ルティングです。
　それぞれのチームは、
これまで個別に活動しな
がらノウハウを蓄積し、
豊富な実績を積み上げ
てきました。例えば、BI領域では20年
以上にわたってお客さまに最適なBI
ツールを提案し、製品のテクニカルサ
ポートも提供しながら知見を広げてきま
した。
　また、デジタルマーケティングの領
域では6年前からクラウドベースのソ
リューションを提供し、多くの企業の
マーケティング業務の自動化を支援し
て実績を上げています。
　デジタルマーケティングチームの清
水茂博は「SIerとしてのスキルを生かし
て、エンドユーザーでも使えるように作
り込めるのが強みです」と競合他社との
差別化要因を挙げます。ある大手航空
会社では、各部署の異なるニーズを吸
収して全社レベルでのデジタルマーケ
ティング化を支援してきました。
　データマネジメントプラットフォーム
領域でも長年にわたり数多くのデータ
収集・統合・連携の案件を手掛けてい
ます。
　コンサルティングの領域では、この分
野で圧倒的な実績を持つデータ総研と
協業し、データマネジメントコンサルティ
ングの推進体制を確立しています。
　こうしたお客さまに寄り添う支援がで
きることはデータマネジメント技術部の
強みです。AIチームの外谷地茂は「デー

タサイエンティストとしてデータ分析に
取り組むとともに、教育や伴走支援に
力を入れて、お客さま自身が分析でき
るセルフサービスAIを目指しています」
と支援するうえでのスタンスを語ります。
　今回、豊富な実績を持つプロフェッ
ショナルが1つの組織に集まったことで、
お客さまとのタッチポイントが増え、相
乗効果が期待されています。データマ
ネジメントというキーワードでお客さま
に寄り添い、それぞれの高いスキルを
相互に生かしてお客さまの“困り事”を
解決することができます。
　BIチームの久保田真治は「データ活
用の入り口から出口まで一気通貫で対
応できる体制ができました。チャットや
Web会議などを通してこれまで見えて
いなかった他のチームの状況も分かる
ようになり、助け合える雰囲気が出来
上がっているので、今後の展開が楽し
みです」と話します。
　大場は「チャレンジ精神を持って自己
研鑽に取り組むメンバーばかりが集ま
りました。社内外から大きな期待が寄
せられ、多くの引き合いをいただいてい
ます。成功事例を通してワンストップ
でサービスが提供できる強みを伝えて
いきたい」と意気込みを語ります。今後
の展開にぜひご期待ください。
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 2 019年4月、JR東日本が品川駅の改良工事をしているとき、
地中から立派な石垣が顔を出しました。この石垣は、すで

に取り壊されたと考えられていた「高輪築堤」の一部だったのです。
　実はこれ、東京湾の海の中に土砂を盛って造られた近代の鉄道
遺構なのです。台形の堤を築き、その両脇を石垣で補強したもので、
幅6.4メートルの盛り土の真ん中にはかつてレールが敷かれていま
した。
　建設は大隈重信の主導の下、民部省鉄道掛が進めましたが、工
事を指揮したのは鉄道技術者の英国人、エドモンド・モレルでした。
建設費も主に英国からの外債で調達し、汽車も英国製でした。また
レール幅も英国の規格に合わせましたが、英国本国のものではな
く植民地用の狭いゲージ（軌間）だったので、日本の鉄道のレール
幅は欧米よりも狭くなったのでした。
　高輪築堤は明治3年（1870年）から着工され、約2.7キロにわたっ
て海の浅瀬に築かれました。一度埋め立てた土砂が波に流されて
築堤が崩壊するなど大変な工事となったそうです。なぜ陸に線路を
敷かなかったのか。その理由は、鉄道が通るルート上には兵部省の
所有地があり、「軍事を優先させるべき」と考えた西郷隆盛らが土
地の引き渡しに難色を示したからでした。つまり仕方なく高輪築堤
を造ったわけです。そして、明治5年（1872年）、新橋～横浜間に
日本初の鉄道が開通しました。海に築かれた石垣の上を、煙を上げ
ながら走る汽車の姿は美しく、錦絵としても人気を博しました。築
堤は明治末まで使用されましたが、東京湾の埋め立てが進むと陸
地に取り込まれ、やがて姿を消してしまいました。
　高輪築堤は、JR高輪ゲートウェイ駅近くの再開発地区で発見さ
れ、長さ約1.3キロ分が確認されています。この地域には高層ビル
が建設される予定でしたが、考古学界が強く現状保存を求め、築
堤を視察した文部科学大臣も「貴重な文化遺産を現地で保存・公開
できるように検討したい」と述べたことで、JR東日本は一部保存を
決定しました。近代遺産として極めて貴重なものなので、私とし
ては、全ての遺構を保存し後世に伝えるべきだと考えています。
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